
千葉県立現代産業科学館研究報告第 25 号(2019.3） 

 - 26 - 

 

 

 

１ 展示映像について  

各展示場で展示映像機器・同システムを多く使

用している。産業に応用された科学技術を広く県

民に紹介するという本館の趣旨を最大の面積で担

っている常設展示であるが，本物の科学技術の現

象やその産物である製品や設備（プラント）の実

態すなわち稼動や反応の状況を館内で提示するの

には安全性や視認性の点で展示としての限界があ

る。そのため，映像を利用して紹介している。 

開館から 25 年を迎えようとしているが，映像

機器やシステムはそのままのもの・入替えたもの

が混在している。機械類でありそれぞれへの対処

対応はまちまちである。このことについて，在籍

が短期間でも展示場の前任から引継ぎ不足であっ

ても概要の理解を少しでも得られるようにするた

め本稿を作成した。 

 

（1）展示映像と機器について 

現在，展示場で上映している映像は次のとおり

である。 

展示場「現代産業の歴史」 

・ガイダンス映像「少年は夢見て」 

・千葉県の産業の歴史 

・火力発電のしくみ 

・すごい！石油の活躍 

・フォード車ができるまで 

・鉄のできるまで(鉄の誕生，色々な性質の鋼を作

る，色々な形状の製品を作る，

薄い板を作る，鋼管を作る，鉄

を錆から守る，エネルギーを効

率よく使用する，副産物･廃棄物

を利用する，鉄のできるまで：

待機映像) 

・鉄鋼の大量生産大量利用 

・鉄結晶観察装置 

展示場「先端技術への招待」 

・ガイダンス映像「ナビゲーター」 

・超微粒子をつくる技術 

・鉄を燃やすふしぎな液体 

・スーパーコンピュータ 

・CIMとはなにか 

・光通信豆知識(光通信の歴史，光ファイバーので

きるまで，光ファイバーの使われ

方) 

・電車の運行状況の見える化 

・光の夢 

・バイオテクノロジー 

・オレタチ 

展示場「創造の広場」 

・雷から身を守る 

常設展示場の展示映像システムの維持と変遷 
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概要：当館は、千葉県立では唯一の理工系科学館である。そのため他の県立の機関では実施する例があまり

ない据付設備的な展示装置や展示映像機器システムの保守点検や修理交換の業務の割合が登録博物館

としての展示機能を維持するために大きい。ここではその中の展示映像の提供の維持に関してを平成 6

年度の開館時から現在に至るまでの映像提供法の変遷の概要と特に現時点での点検業務委託について，

今後の維持に寄与することを願い述べる。  

 

キーワード：科学館  展示映像機器の維持  点検契約業務委託  サーバーによる映像配信  単独映

像配信（スタンドアローン） 

 

* 千葉県立現代産業科学館上席研究員 



｢常設展示場の展示映像システムの維持と変遷｣ 

 - 27 - 

これらは，展示工事や委託業務で制作したもの，

企業等から寄付受入れしたものである。 

なお，上記の作品以外に，体験装置の映像（音

楽視覚化装置，Mitaka，OLE Coordinate System，

光ファイバー，ハイビジョン画像，スーパーカミ

オカンデイベントディスプレイ），顕微鏡画像，太

陽光発電解説画像，展示案内映像，常設展示場実

験コーナーでの実験拡大映像(実験シアター,サイ

エンスステージ)等を画面で提示している。 

平成 6年度の開館当初，これらを上映した機器

類は，展示工事や備品で整備したものである。例

として「現代産業の歴史」のものが図１である。

展示の必要箇所でそれぞれに上映する単独方式で

あった。しかし，運用の時間経過による劣化で平

成 12年度，13年度に装置機器を交換した。 

（2）展示映像システムの変遷について 

ア 単独方式から配信方式へ 

この当時本館の映像（資料，機器類）を担当し

ていた普及課映像情報係が，リース契約を基本に

据えた単年度賃貸借契約で，上映の方式を単独型

から当時多く使われていた VODによる配信方式に

交換した。 

「現代産業の歴史」を12年度に，「先端技術へ

の招待」を13年度に交換した（図2，図 3参照）。 

どちらの場合も既設のスタート方式やスイッチ等

の部材は維持し，サーバー側との信号線や映像線

を敷設した。「現代産業の歴史」の映像は5作品で

そのうち 2 作品がさらに 5 作品・8 作品選択でき

る形式であるが，それを1サーバーで 5系統配信

のシステムとした（図2参照）。同様に「先端技術

への招待」は 8 作品でそのうち 2 作品がさらに 3

作品・2 作品選択，別の 1 作品が 2 系統を合成す

る形式で，2 サーバー9 系統配信システムとした

（図 3参照）。 

また，平成 14 年度に企画展示室の半分がガイ

ダンスホール注1）であったがそこの老朽化した講

図 1「現代産業の歴史」映像システム 平成 6年度～平成 12年度 単独システム 
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演者映像音響支援システムの交換に伴い，団体対

応映像の選択上映に加え，特別展・企画展及び展

示会等の際，借用・提供映像を上映するため，5

系統注2）で上映形態が待機画像からスイッチスタ

ート，待機画像から3作品選択スイッチスタート，

繰り返し再生の 3方式から選択できる配信システ

ムを同様の契約方式で設置した。 

なお，展示場は配信システムが基本であったが，

その後に追加した映像は単独方式であり，次第に

増え混在していくこととなった。 

演示実験で使用するカメラ等作品上映以外の

機器も不調や故障での修理交換を繰り返してきた。 

イ 配信方式から単独方式へ 

配信方式のシステムも 15 年を超えて稼働して

きたが，10 年を過ぎるころから制御や出力基盤，

記録用HDの故障が多くなり，同時に交換部品の供

給が難しくなってきた。また，映像情報係が情報

関係に業務を絞ったため，18 年度から 20 年度ま

で展示場の映像提供のための展示映像機器賃貸借

契約は川端が担当することとした。注3）なお，県

の方針により予算上大規模な賃貸借契約は継続で

きなくなり，21年度からは展示映像を維持するた

め部品交換を含めた保守点検業務で対応すること

となった。 

メーカーですでに組織解体して対応しなくな

った機器システムでも点検業者が以前の技術者を

探し出して何とか修理して動かしている。仕様に

も記載し可能な限り機器の維持を追求する業務と

しているが，落札業者によってはこのような対応

がなかなか困難な時があり，停止の危機を何とか

乗り切った年度もあった。 

このような状況で展示映像の維持のため，交換

の方策を検討していたが近年は配信方式ではなく

記録媒体にメモリを使用したプレーヤーによる単

独方式が種々の映像提供の場面に対応でき，展示

業者にも使われていることが分かり，この方式で

故障部分やその可能性が高いところから計画的に

交換していく方針を立てた。 

図 2「現代産業の歴史」映像システム 平成 12年度～平成 28年度 配信システム 
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  図 3「先端技術への招待」映像システム 平成 13年度～平成30年度 配信システム 
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平成 27年度から配信方式の 1・2系統の部分を

この単独方式に交換している。その際，既設のス

タート方式等を維持し構築した。（図4，図 5参照） 

なお，交換後の配信方式の各種基盤や記録 HD

等は，使用している配信方式の故障時の交換用予

備品として保持している。 

図 4「現代産業の歴史」映像システム 平成 27年度 単独システム 2系統部品交換 

図 5「現代産業の歴史」「先端技術への招待」映像システム 平成 30年度 単独システム 3系統部品交換 
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２ 保守点検業務について 

本業務の目的は常設展示場等の映像機器を常

に良好な状態に維持すること。対象は常設展示場

等の 7カ所 53式の機器システムである。（図６-1

～3 仕様書 平成 30年度 参照） 

図 7-1～5 の点検項目一覧にあるように多くの

機器で構成しているが，それらの導入年度は新旧

さまざまである。開館初期の工事・寄付・備品整

備によるもの，開館後10～15年頃以降の賃貸借に

よるもの注 4），最近のシステム内部品交換による

ものが混在した状態で映像を提供している。 

電源・通信ケーブル類も開館時のもの，交換時

のものを並行して使用し，スイッチ類はほとんど

初期のものである。 

このように多数の新旧機器の集合体であるの

で，専門業者による点検・動作確認回数を各機器・

各システムにつき少なくとも月に 1回，行うよう

仕様書に規定した。 

また，状態把握や不調時の状況などそのシステ

ム・機器ごとに十分な理解が必要である。反面，

担当の館職員は分掌により前年度末に決定するが，

近年職員の在籍年数が短く注 5)，他の業務との兼

務であるのが当然であるため，これらのシステ

ム・機器について十分に理解していることは期待

できない。 

従って仕様書に，入札で決定した請負者は前年

度末にこれらのシステム・機器と周辺の電源や展

示等について十分に理解した上で契約の年度初日

から対応するとともに，各展示場担当に点検や交

換内容等直接の説明と必要な協議を行うこと，実

施の際発注側の承認を得ること等規定した。  

(1) 仕様作成の流れ 

ア 次年度予算検討時 

次年度の当初予算要求資料，「事業説明書」「補

足 説明資料」「該当箇所の館内配置図」を7月中

に作成提出するが，そのため，4・5・6 月の点検

結果と点検業者の観点も判断材料の一つとして次

年度の計画を立案し，参考見積の依頼をする。 

交換予定品目は各機器やシステムの使用年数

などを考慮しおおよその交換予定を基に選定する。 

その後，7月から11月までの点検結果と稼動状況

を把握しておく。 

イ 仕様書作成 

1 月中旬までに，ここまでのデータを基に仕様

書・点検項目一覧・交換品一覧・設計書を作成す

る。（図7-1～5 点検項目一覧，図8-1～3 交換

一覧 参照 平成 30年度） 

平成 30 年度は 1 月末に仕様書等当館庶務課へ

提出し入札事務手続きを開始した。 

参考までに平成 30 年度の 1 月までの本業務の

実績は点検では，日数が40日，点検場所延べ数が

84 カ所で，映像音声機器類は延べ 65 カ所と映像

送出システムは延べ77カ所で業務を行った。部品

交換では，日数が 7 日，7 式実施した。残り 2 カ

月で緊急対応以外，点検6日，交換 2日を予定し

ている。 

 

図 6-1 展示映像機器保守点検業務委託仕様書 p.1 

(平成 30年度) 
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図 6-2 同 業務委託仕様書 p.2 図 6-3 同 業務委託仕様書 p.3 

図 7-1  同 業務委託仕様書 点検項目一覧 p.1 
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図 7-2  同 業務委託仕様書 点検項目一覧 p.2 

図 7-3  同 業務委託仕様書 点検項目一覧 p.3 
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図 7-4  同 業務委託仕様書 点検項目一覧 p.4 

図 7-5  同 業務委託仕様書 点検項目一覧 p.5 
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図 8-1  同 業務委託仕様書 交換一覧 p.1 

図 8-2  同 業務委託仕様書 交換一覧 p.2 
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３ 今後について 

(1)機器とシステム 

展示に関しては，機器が多く新しい担当はなか

なか習熟は大変であるが，各展示場担当がその展

示映像機器とシステムについてよく理解すること

で良好な状態の維持が効果的に継続していく。加

えて本契約の全体像や他の部分の概要を理解して

いることが請負業者との混乱を避けるうえで望ま

しい。 

サイエンスドームの映像音響機器は平成 16 年

度末に備品で整備した。展示映像機器とは言い難

いので，本業務委託の予算要求では積算していな

い。今まで仕様の設計書作成時に点検業務は追加

することは可能であった。しかし，展示場も全体

的に劣化が進んでいるのでこの契約でいつまで加

えておけるかは未定である。また，研修室と会議

室の拡声システム等は開館前に部品で整備したも

のである。これらは今までのとおり必要時の修理

等で対応と考える。 

(2)展示映像作品 

作品タイトルは１(1)記載の 19作品である。作

品制作の形態は展示工事，委託であり加えて寄付

作品がある。ほとんどが開館時の作品で平成20・

28年度のものが1作品ずつある。新規の作品との

入替等を考えているが，解説の役割で機器を固定

しているのでその展示項目での新しい科学技術・

産業映像で適当なものが再生時間も含めてなかな

かない。 

新規制作は困難であるのでそこの展示項目に

関連した映像を探し続けることになる。または，

展示項目を新規企画して入手できる映像を探すか，

入手できた展示にふさわしい映像に合わせて展示

項目を新しくする方法も，映像以外の展示資料の

入手が必要になるが，考えられる。 

いずれにせよ常設展示の内容について，企画や

ねらいも合わせて調査・検討し続け，新規要素の

加味や更新という作業を続けるなかで映像を見つ

けていくということと考える。 

図 8-3  同 業務委託仕様書 交換一覧 p.3 
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最後に，常設で関連映像を提供していた常設展

示場に隣接する科学情報コーナーについて概説す

る。本館の情報提供機能を具現する場として，基

本計画から展示基本設計までに構想・設計したも

ので，入館者の利用する相談カウンター・図書室・

情報提供室とバックヤードの情報制作室・書庫等

で構成した。展示は知らせるべき内容を切り取っ

て提示するものであるので，入館者が関連情報や

より包括的な情報を欲したとき，館内で図書類や

映像で獲得する一助とすることを目的とした施設

であった。情報提供室には６台の情報端末があり

開館時で約200作品の科学技術映像を検索・視聴

できるシステムであった。注６）展示工事で各展示

部門と並んだ規模で整備し，映像は主に備品であ

る。映像情報係が入手した最新作品の入替等を実

施していた。 

システムは見たい作品を探して選択し機械的

にメディアをプレーヤーに装填・再生する配信方

式であった。特殊なものであり単独の保守点検で

維持していたが，最終的に平成 23年度に視聴する

端末の維持が困難となり停止した。先端的な映像

は少なかったがここで館で所有している科学技術

映像を比較的自由に閲覧する機能は停止した。そ

れ以降，情報提供の長期的な対応は検討中であり，

短期的な対応として情報に関係するような展示，

可能であれば体験的なものを提供する企画と宇宙

関連の情報提示の場としている。 

以上，本館の常設の開館以来の展示映像とその

機器類について簡単に記した。なお，機器やシス

テムやその変遷についてのあやふやであった筆者

の記憶を正確なデータ提供で補完してくれた(株)

高橋商会に謝意を表して終わりたい。 

注： 

1) 平成 6 年から 15 年まで，現在の企画展示室の半分は

ガイダンスホールであった。通常スライディングウォ

ールで二つに分けた状態で南側半分がガイダンスホ

ールであった。 

団体入館の際のガイダンスや 150 名程度以下の講演

会等で利用していた。二つに分けて２展示会を並行開

催したこともある。平成 15 年度末で映像ホール事業

を廃止したので団体対応が必要な際は映像ホール（現

サイエンスドーム）で行うこととしガイダンスホール

を企画展示室として使用する方向となった。 

設備は，平成 6年度開館時から団体案内や講演会等で

使用する映像視聴・音声拡声用機器・システムが建築

工事や備品購入で整備してあり，そのシステム交換で

あった。 

2) 映像配信用のケーブル（映像・音響・スイッチ信号）

の取付コネクタを現在の企画展室全体の壁・天井に

10カ所設置してある。 

3) 内容としては展示場での解説映像なので学芸課であ

るが，開館からこの時まで映像情報の分掌であったの

で業務内容（契約）の蓄積が学芸課にはゼロであった。 

すぐに実施しなければならない業務であるため，開館

前の展示情報係の取り纏め役で展示と映像の基本情

報を知るものであり，かつ，リースを基にした賃貸借

契約の経験者として個人で対応した。 

4) 開館前を含めて情報・映像の収集・整理に使用する機

材等はリース契約を基にした単年度賃貸借契約で整

備した。映像ホールの設備も同様であった。 

展示映像関連機器の場合，期間終了後でも使用可能な

ものが多いので契約終了後のシステム解体撤去・運送

費用を契約金額に入れずそのまま置いておく設計・契

約とした。 

5) 30 年度は普及課学芸課職員 21 名の平均在籍年数は 4

年未満である。 

6) 機器，システムについては，展示工事図書「竣工図 共

通工事」「科学情報コーナー システム仕様書」を，

利用状況や検索分類等については，亀井修・小松登志

雄：科学情報コーナー利用の傾向「千葉県立現代産業

科学館研究報告第 1号」(1995.3)，川端保夫：千葉県

立現代産業科学館の資料データベース構築の経緯に

ついて「全国科学博物館協議会 標本資料データベー

スの標準化に関する調査研究報告書」(平成10年3月)

を，作品一覧については，「科学館へ行こう 総合的

な学習の時間に向けて」（平成13年 3月）を参照。

 


